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美
郷
町

保
険
者
紹
介

　美郷町は、仙北平野南東部に位置しています。町東部は奥羽山脈、
東から西に緩やかに傾斜する平野部には扇状地が形成され、名水百選

「六郷湧水群」に代表される湧水が町内 126 か所に湧き出しています。
夏を彩る「ラベンダー園」や「六郷のカマクラ」ほか四季折々の魅力
が感じられる町です。
　住民一人ひとりが「わがまち美郷」に誇りを持てるまちづくりを目指
して施策を展開しています。

国保の概況（令和２年 7月31日現在）

　総世帯数　　　6,616 世帯
　総人口　　　　19,112 人
　国保世帯数　　2,642 世帯
　国保加入割合　22.8％（4,358 人）

収納率（令和元年度決算）
　現年課税分　　95.9％
　滞納繰越分　　21.0％　

セ
ル
フ
ケ
ア
の
浸
透
で
医
療
費
の
適
正
化
へ

国
保
の
取
り
組
み

か
ら
始
ま
る
」
と
の
考
え
の
も
と
、

保
健
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
セ
ル

フ
ケ
ア
の
基
礎
と
な
る
特
定
健
診

は
、
比
較
的
高
い
健
診
受
診
率
を
維

持
し
て
い
る
も
の
の
、
未
受
診
等
に

よ
る
健
康
状
態
の
不
明
な
方
が
一
定

数
存
在
し
て
い
ま
す
。
健
診
受
診
者

と
未
受
診
者
一
人
当
た
り
の
生
活
習

慣
病
医
療
費
（
月
額
）
の
比
較
で
は
、

３
、
６
０
０
円
程
の
差
が
生
じ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
デ
ー

タ
も
活
用
し
な
が
ら
勧
奨
を
行
う
こ

と
で
受
診
率
の
向
上
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
美
郷
町
の
国
保
被
保
険
者
は
４
、

３
１
６
人
（
令
和
元
年
度
末
）
で
、

５
年
間
で
約
１
、
４
０
０
人
減
少
し

て
い
ま
す
。
医
療
費
総
額
は
約
１
億

５
千
万
円
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、  

一
人
当
た
り
医
療
費
は
約
　
　 

万
円

上
昇
の
約
　
　 

万
円
に
な
っ
て
い
ま

す
。
５
年
後
に
は
、
被
保
険
者
は
約

３
、
１
０
０
人
、
一
人
当
た
り
医
療

費
は
約
　
　 

万
円
、
平
均
年
齢
は

　
歳
を
超
え
る
も
の
と
予
測
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
当
町
で

は
「
医
療
費
の
適
正
化
は
、
自
ら
健

康
を
管
理
す
る
セ
ル
フ
ケ
ア
の
浸
透
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保健対策
　シリーズ
No.378

美郷町　福祉保健課長
さい  とう あつ　こ

齊藤　敦子

国保主管課長からの一言

より効果的な保健事業を

　現在、保険給付費は普通交付金で担保され、以前のように保険給
付費の動向に一喜一憂することが少なくなりました。しかし、一人当
たり医療費の増加は、事業費納付金の増額として町に跳ね返ってき
ます。医療費の適正化は国保運営の要であることに変わりありませ
ん。関係部署の連携を深め、より効果的な保健事業を模索しながら、
健康寿命の延伸と医療費の適正化を図りたいと思います。

町の先覚者・坂本東嶽の邸宅。往時を偲ばせる母屋・内蔵・奥座敷・庭園を公開しています。

保
健
事
業
の
取
り
組
み

身
体
が
ぐ
っ
と
楽
に
な
る
「 

ぐ
っ
と
楽 

運
動
教
室 

」

　
　
　
　
　
　心
も
身
体
も
元
気
に
な
れ
る
教
室
を
目
指
し
て

　
美
郷
町
で
は
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
的
と

し
て
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
「
セ
ル

フ
ケ
ア
」
を
推
進
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と

し
て
「
ぐ
っ
と
楽 

運
動
教
室
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
椅
子
や
床
に
座
っ
た
状
態
で
で
き
る

運
動
や
、
体
の
調
子
を
整
え
痛
み
を
改
善
す

る
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
を
中
心
と
し
た
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
を
主
に
行
う
た
め
、
肩
や
腰
、

膝
に
痛
み
の
あ
る
方
や
運
動
を
始
め
る
き
っ

か
け
が
掴
め
な
い
方
な
ど
、
年
齢
を
問
わ
ず

誰
で
も
参
加
で
き
る
教
室
で
す
。

　
講
師
は
、
健
康
運
動
指
導
士
の
黒
田
氏
で

す
。
運
動
で
体
の
変
化
を
実
感
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
先
生
の
元
気
な
声
を
聞
く
と
、
自

分
も
元
気
に
な
れ
る
と
参
加
者
の
み
な
さ
ん

に
大
人
気
で
す
。

　
平
成
　
年
の
事
業
開
始
以
降
、
参
加
者
は

口
コ
ミ
で
年
々
増
え
続
け
、
現
在
は
　
代
〜

　
代
ま
で
３
４
２
名
の
登
録
が
あ
り
ま
す
。

コ
ー
ス
も
運
動
の
強
度
別
に
３
つ
に
分
け
、

１
コ
ー
ス
　
〜
１
０
０
人
の
参
加
で
毎
週
開

催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
１
２
６
回
開
催

し
、
延
べ
７
、
５
２
５
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　
男
性
も
　
人
の
登
録
が
あ
り
、
毎
週
　
〜

　
名
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。
奥
さ
ん
と
一
緒

に
来
た
り
、
特
定
保
健
指
導
後
に
教
室
に
参

加
し
て
く
れ
た
り
と
、
男
性
も
徐
々
に
増
え

て
き
て
お
り
、
活
気
に
満
ち
た
教
室
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
効
果
判
定
の
た
め
毎
年
行
っ
て
い
る
参
加

者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
足
の
つ
る
回
数
が

減
っ
た
」「
血
液
検
査
の
数
値
が
良
く
な
っ

た
」
な
ど
の
体
調
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
に
関

す
る
喜
び
の
声
の
ほ
か
、「
ひ
き
こ
も
り
が

ち
だ
っ
た
が
、
こ
こ
で
話
を
す
る
こ
と
も
多

く
な
っ
て
楽
し
い
」「
思
い
切
り
笑
っ
た
り

頑
張
っ
て
動
く
の
が
心
地
良
い
」
な
ど
、
気

持
ち
の
面
で
元
気
に
な
っ
た
方
も
多
く
、
人

と
の
繋
が
り
を
実
感
で
き
る
こ
と
で
、
心
の

健
康
づ
く
り
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
　

　
今
後
も
身
体
と
共
に
心
も
元
気
に
な
れ

る
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
教
室
を
住
民
と
共
に

考
え
な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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連合会  TOPICS

令和元年度事業報告・決算が認定される

第　　回通常総会

齊藤理事長

130

連合会行事についてはHPをご覧ください　www.akita-kokuhoren.or.jp

　本会は、第 130 回通常総会を７月 30 日（木）、市町村会館大会議室において開催した。
　開会にあたり齊藤理事長（能代市長）が挨拶に立ち、「昨年５月に成立した『健康保険
法等の一部改正』において、『高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施』や、『オンラ
イン資格確認』の導入が盛り込まれたところであるが、一体的実施にあたっては、新型コ
ロナウイルス感染症拡大により、市町村において開始時期や実施方法について苦慮されて
いることと思う。今後も新型コロナウイルス感染症拡大の状況を注視しながら、保険者の
共同体として、県・市町村及び関係機関と連携し、事業の円滑な運営に努めていきたい」
と述べた。
　続いて来賓挨拶では、秋田県の佐々木健康福祉部長が、「新型コロナウイルス感染症が
拡大し、県では今後予想される第二波、第三波に備え医療提供体制の整備とともに検査体
制の更なる強化を図っている。また、新国保制度開始に伴い制定した秋田県の国民健康
保険運営の指針となる『運営方針』も最終年度を迎えており、令和３年度から５年度までの

次期運営方針を市町村の皆様と協議しているところである。今後も国保連
合会、県、市町村が連携を強化して、国保の安定的な運営はもとより、
健康寿命日本一に向けて様々な事業を推進していきたい」と述べた。
　その後、古谷常務理事が業務報告を行い、続いて事務局より令和元年
度事業報告と歳入歳出決算について説明した。事業の実施状況について
は、重点目標とした（１）国保制度の改善強化と国保事業安定化の推進、

（２）保健事業等の支援及び医療費適正化対策の推進、（３）特定健診
等データ管理事業の円滑な運営、（４）診療報酬等審査支払業務の充実
強化、（５）保険者共同処理業務の円滑な実施、（６）介護保険関係業
務等の充実強化、（７）障害者総合支援関係業務の充実強化について説
明を行った。
　議事は慎重な審議の結果、すべて原案のとおり可決された。（議案等に
ついては本会ホームページに掲載しています）

連合会行事予定　10 月・11 月

月
10

月

特定健診等データ管理システム操作研修会

実機を使ってシステム操作について説明

　本会は、特定健診等データ管理システム操作研修会を７月 29 日（水）、本
会大会議室において保険者から担当者 23 名の出席のもと開催した。
　研修会では、特定健診等データ管理システム共同処理メニューの操作や、
例年７月下旬から関連業務が開始となる前年度実施分特定健康診査等の実施
状況に関する結果報告（法定報告）のデータ確認作業の手順について、実機
操作の時間を設けながら説明を行った。また、「後期高齢者健診に紐づく質問
票の取り扱いについて」と題して、フレイルなど高齢者の特性を踏まえ健康状
態を総合的に把握する目的で整理され、今年度より運用開始となった後期高齢
者質問票に対応したシステム改修を行ったことに伴う変更点についても説明を
行った。

オンライン資格確認等担当者説明会

システムの本稼働に向けて

　本会は、オンライン資格確認等担当者説明会を７月 22 日（水）、市町村会
館大会議室において 28 名の出席のもと開催した。
　開会にあたり本会竹越情報管理課長が挨拶に立ち、「オンライン資格確認等
システムは、稼働前から具体的な機能拡充が検討されるなど、国としても力を
入れているシステムである。今後、様々な準備作業をお願いすることとなるが、
国保連としてもしっかりと対応していくので、ご協力をお願いしたい」と述べた。
　説明会では、本稼働までのスケジュールと情報集約システムを通じて資格情
報を中間サーバーへ登録するまでに必要となる作業概要を中心に、資格情報
データ作成にあたっての留意点及びデータを精査する方法、被保険者証への
枝番対応について説明を行った。

KDB システム等活用のための操作研修

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施におけるＫＤＢシステムの活用

　本会は、ＫＤＢシステム等活用のための操作研修を９月１日（火）から３日
（木）の３日間、本会大会議室において保険者等から担当者 47 名出席のもと
開催した。
　この研修会は、今年度から開始された高齢者の保健事業と介護予防の一体
的実施におけるＫＤＢシステムの活用を主に想定し、「基礎編」として新任者
や日頃ＫＤＢシステムを操作する機会の少ない担当者を対象に、システムの
概要及び基礎的な操作方法等について実機操作の時間を交えながら進行した。
また、「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施に関する情報提供」として、
秋田県後期高齢者医療広域連合業務課の伊藤主査から、県内市町村における
最新の取組状況等について説明いただいた。

15 日　柔整審査会
18 日　職員採用試験
21 日　審査委員会（22、23、24、26 日）
22 日　再審査部会
23 日　令和２年度第三者行為求償事務担当者研修会

　　　  審査専門部会
26 日　審査小委員会
　　　  合同研究会
27 日　介護給付費等審査委員会
28 日　鍼灸等審査会
30 日　令和２年度特定健診受診率向上支援事業に
　　　  おける報告及び受診率向上に向けた研修会

12 日　柔整審査会
18 日　審査委員会（19、20、21、25 日）
19 日　再審査部会
20 日　審査専門部会
24 日　鍼灸等審査会
25 日　審査小委員会
　　　  合同研究会
26 日　介護給付費等審査委員会
27 日　令和 2 年度全県国保等主管課長会議

11

佐々木健康福祉部長

45

秋田県後期高齢者医療広域連合
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み
ん
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タ
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現
場
の
チ
カ
ラ

◇
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
住
民
の
身
近
で

　健
康
を
支
え
て
い
る
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

　日
々
の
取
り
組
み
や
人
柄
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

最後に、大仙市健康増進センターで

一緒に働く先輩にも伺いました。

最後に、大仙市健康増進センターで

一緒に働く先輩にも伺いました。

最後に、大仙市健康増進センターで

一緒に働く先輩にも伺いました。

大仙市健康増進センター

保健師  福田 祐子さん　
ふく  だ ゆう  こ

◎普段はどんな方ですか。
積極的に仕事に取り組む人で、自分の関わっ
ている主担当以外のことも進んでやってくれ
ます。

◎住民との接し方はどうですか。
様々な相談者の話をじっくり聞き、状況に応
じて対応をしています。住民が困っていると
きは一緒に悩みながら、方向を分かりやすく
示して回答してくれています。

◎今後に向けてアドバイスなどはありますか。

物事を系統立てて考えることができる人なの
で、自信をもって進めていっても大丈夫です
よ！

大仙市健康増進センター

保健師  佐藤 芳樹さん　
さ    とう よし    き

言
葉
か
ら
相
手
の

　気
持
ち
を
汲
み
取
る

　
佐
藤
さ
ん
は
地
元
で
あ
る
大
仙
市
に
勤
め
て
９

年
目
に
な
る
保
健
師
。
元
々
「
生
ま
れ
育
っ
た
秋

田
県
や
大
仙
市
、
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
恩
返

し
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
強
く
、
就
職
は
地
元

へ
と
考
え
て
い
た
。
大
学
は
看
護
学
部
へ
進
学
し
、

様
々
な
経
験
を
積
む
中
で
、
地
域
看
護
学
で
病
気

に
な
る
前
の
予
防
「
川
の
上
流
で
食
い
止
め
る
」

と
い
う
考
え
方
に
出
会
い
、
実
習
を
通
し
て
そ
れ

が
地
域
を
支
え
る
大
切
な
役
割
で
あ
る
こ
と
を
強

く
感
じ
た
と
い
う
。
加
え
て
、
地
域
看
護
学
の
課

題
の
中
で
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
保
健
師

（
現
在
の
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
所
長
）
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
お
話
を
伺
っ
た

こ
と
で
、
保
健
師
の
仕
事
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
だ
。
こ
う
し
た
経
験
か

ら
、
様
々
な
選
択
肢
が
あ
る
中
で
、
保
健
師
の
考

え
方
や
仕
事
に
取
組
む
意
義
に
強
く
惹
か
れ
、
保

健
師
の
道
を
選
ん
だ
。

　
大
仙
市
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
は
地
区
分
担
と
業

務
分
担
の
併
用
制
を
採
用
し
て
お
り
、
佐
藤
さ
ん

は
、
採
用
後
４
年
間
は
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
東
部

に
て
東
部
地
域
（
中
仙
、
仙
北
、
太
田
）
を
、
現

在
は
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
に
て
大
曲
地
域
の
街
部

を
担
当
し
て
い
る
。
業
務
は
主
に
成
人
保
健
を
担

当
し
て
お
り
、
前
年
度
ま
で
の
課
題
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
糖
尿
病
重
症
化
予
防
事
業
や
ハ
イ
リ
ス
ク

者
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
区
、
業
務
の

分
担
制
と
い
っ
て
も
完
全
に
切
り
分
け
ら
れ
て
い

る
訳
で
は
な
く
、
例
え
ば
担
当
地
区
内
の
ケ
ー
ス

対
応
、
乳
幼
児
健
診
、
そ
れ
以
外
に
も
様
々
な
と

こ
ろ
で
他
の
部
署
や
地
域
の
方
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
も
多
い
そ
う
だ
。

　
佐
藤
さ
ん
が
担
当
し
て
い
る
成
人
保
健
で
は
、

大
仙
市
が
年
度
当
初
に
定
め
る
重
点
目
標
の
う
ち

の
一
つ
で
あ
る
、「
自
分
の
健
康
を
自
分
で
管
理

す
る
た
め
の
知
識
と
技
術
の
普
及
」
に
力
を
入
れ

　
佐
藤
さ
ん
が
仕
事
を
す
る
上
で
最
も
心
が
け
て

い
る
こ
と
は
、「
相
手
の
話
を
よ
く
聞
く
こ
と
、

相
手
の
思
い
に
共
感
す
る
こ
と
」。「
言
葉
そ
の
も

の
が
意
味
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
何
を
思
っ
て
、

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
話
さ
れ
る
か
を
感
じ
取
れ

る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
続
け
た
。

　
時
に
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
て
欲
し
い
、
生

活
習
慣
を
変
え
て
欲
し
い
と
思
っ
て
も
な
か
な
か

う
ま
く
い
か
な
い
時
や
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
思

い
ど
お
り
に
進
ま
ず
、
悩
む
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

そ
う
い
っ
た
時
に
は
、
班
長
を
は
じ
め
と
し
た
周

囲
の
保
健
師
や
栄
養
士
等
に
相
談
し
助
言
を
い
た

だ
く
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
。

　
以
前
、
受
診
が
必
要
な
状
況
に
あ
る
も
の
の
、

な
か
な
か
受
診
に
結
び
つ
か
な
い
方
が
お
り
、
関

わ
り
方
に
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
は
、

周
囲
か
ら
貰
っ
た
「
相
手
に
何
か
し
て
あ
げ
よ
う

と
い
う
気
持
ち
を
持
た
ず
、
じ
っ
く
り
話
を
聞
い

て
み
て
は
」
と
い
う
助
言
を
基
に
、
訪
問
し
た
際

に
ま
ず
相
手
の
話
を
傾
聴
す
る
こ
と
を
心
が
け
た

と
こ
ろ
、
最
終
的
に
は
自
分
か
ら
医
療
機
関
を
受

診
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。「
何
か

し
て
あ
げ
よ
う
と
思
っ
て
苦
し
く
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
や
っ
ぱ
り
『
話
を
聞
く
』
と
い
う
こ
と
が

一
番
必
要
な
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
住
民
に
対
し
「
日
頃
か
ら
様
々
な
場
面
で
助
け

ら
れ
る
こ
と
や
学
ぶ
こ
と
が
多
く
感
謝
し
て
い
ま

す
」と
話
す
佐
藤
さ
ん
。
今
後
の
目
標
と
し
て
、「
一

人
で
も
多
く
の
住
民
が
、
定
期
的
な
が
ん
検
診
の

受
診
、
標
準
体
重
の
維
持
な
ど
健
康
管
理
の
た
め

の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、
自
分
ら
し
く
生
き

ら
れ
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」「
健
康
な
地
域
づ
く
り
の
主
体
は
あ
く
ま
で

も
住
民
な
の
で
、
住
民
の
力
を
う
ま
く
引
き
出
し

な
が
ら
、
今
以
上
に
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
保
健
師
と
い
う
仕
事

に
お
い
て
「
相
手
の
話
を
聞
く
」
こ
と
の
大
切
さ

を
繰
り
返
し
お
話
し
し
て
く
だ
さ
っ
た
佐
藤
さ

ん
。「
ま
だ
ま
だ
未
熟
」
と
自
身
を
振
り
返
る
も

の
の
、
一
緒
に
お
話
を
伺
っ
た
福
田
さ
ん
に
よ
る

と
、
乳
幼
児
健
診
の
際
に
佐
藤
さ
ん
が
対
応
し
た

保
護
者
の
方
か
ら
「
よ
く
話
を
聞
い
て
く
れ
て
、

感
動
し
て
電
話
を
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
」

と
い
う
連
絡
を
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
か
。
住

民
一
人
ひ
と
り
と
丁
寧
に
向
き
合
う
佐
藤
さ
ん
の

姿
勢
は
、
住
民
の
方
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
と
感
じ
た
。

　
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に

　
　
　
　
　
　貢
献
し
た
い

自
分
の
健
康
に
関
心
を

　持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

ま
ず
は
相
手
の
話
に

　
　
　
　
　
　耳
を
傾
け
る

住
民
と
一
緒
に
健
康
な

　
　
　
　
　地
域
を
つ
く
る

10

30

◎佐藤さんのいいところを教えてください。

ただ単に「これが必要だ」ではなくて、「今
こういう状況の下でこうだから、こうした方
が良い」というように、系統立ててお話して
くれるところです。

て
い
る
。
様
々
な
健
康
レ
ベ
ル
の
住
民
が
い
る
中
、

一
人
で
も
多
く
の
住
民
が
早
い
う
ち
か
ら
自
分
の

健
康
に
関
心
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
、
血
圧
計
の
貸

し
出
し
や
職
域
へ
の
出
前
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
行

い
、
知
識
と
技
術
の
普
及
に
向
け
て
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

　
職
域
出
前
セ
ミ
ナ
ー
は
、
申
し
込
み
の
あ
っ
た

市
内
の
企
業
を
対
象
に
健
康
教
育
を
行
う
と
い
う

も
の
。
佐
藤
さ
ん
が
以
前
行
っ
た
際
に
は
、
他
の

年
代
と
比
べ
て
普
段
あ
ま
り
関
わ
る
機
会
が
多
く

な
い
　
代
〜
　
代
と
い
っ
た
若
年
層
へ
向
け
て
体

重
や
血
圧
管
理
に
つ
い
て
啓
発
で
き
た
こ
と
も
あ

り
、「
思
っ
た
以
上
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。
今
後
も
続
け
て
い
き
、

よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。
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栄養価 (１人分）

エネルギー　136 ㎉

たんぱく質　10.7g

脂質　　　　6.9g

炭水化物　　7.8g

塩分　　　　1.3g

鶏団子の味噌汁鶏団子の味噌汁鶏団子の味噌汁

美味しく低カロリー

コクホ食堂

材料（２人分）

作り方

鶏ひき肉 ……………………80g
生しいたけ …………………1 枚
長ねぎ ………………………3cm
片栗粉 …………………小さじ２
卵 …………………………1/2 個
おろし生姜 ……………小さじ 1
人参 …………………………2cm
大根 …………………………2cm
しめじ ………………………20g
水 …………………………300ml
味噌 ……………………大さじ 1 
顆粒かつおだし ……小さじ 1/2
青ねぎ ………………………少々
炒りごま ……………………少々

①生しいたけと長ねぎはみじん切りに
　します。ボウルにＡの材料を入れて
　よくこねます。

②水で濡らしたスプーンで①をすくい、
　もう一本のスプーンで形を整え一口大
　の団子を作ります。

④②の団子を加え、充分に加熱したら火
　を止めて味噌を溶かし入れます。

⑤出来上がりに、青ねぎと炒りごまを添
　えます。お好みで七味唐辛子をどうぞ。

③人参と大根は厚さ２～３mm の短冊切
　り、しめじは石づきを取り小房に分け
　ます。鍋に水を入れ、人参・大根・し
　めじを入れ、沸騰したら顆粒かつおだ
　しを入れます。

乾燥する季節に備えよう

協力：公益社団法人 秋田県栄養士会

今月の

テーマは

栄養士
さんの

ワンポ
イント

アドバ
イス

　いつもの味噌汁に鶏団子を加えて、体づくりに
欠かせないたんぱく質がしっかりと摂れるレシピ
にしました。ビタミン豊富な野菜も入れて、のど
や鼻の粘膜を乾燥から守りましょう。さらに、ね
ぎや生姜をきかせると体が温まり、免疫力アップ
が期待できます。

地域活動職域事業部
栄養士

井潟　和子
い　　がた　　　 かず　  こ　　　

「 風邪予防 」

A


